
　4月から6月にかけてはトラックシーズンでしたが、今シーズン
は故障者が多かったため、大会への出場選手は数名に限られました。
　そのような中で、2月に別府大分毎日マラソンの出場を見送った
黒木文太選手が、ワルシャワマラソンで11位と健闘。海外のフル
マラソンを無事に走りきることができました。その後も黒木選手
は九州実業団陸上の10000mや鞘ケ谷記録会の5000mなど
で好タイムを記録するなど安定感を増してきました。
　チームの柱へと成長した久保田大貴選手は、トラックシーズン

の開幕となる選抜陸上中長
距離熊本大会において、
5000m1組に出場。熊本県
は久保田選手の地元である
ため会場の声援も多く、
その中で勝負を意識した
走りに徹しました。その結果、
ラスト勝負の混戦から抜け
出し3位でフィニッシュしま
した。
　実業団2年目となる野本
大喜選手は、最も多くの
レースに出場するという
スタミナを見せました。ほぼ

2週間に1度の割合で5000m、10000mに出場し、スピードが
足りないながらも「大会に出場する」という、選手としてもっとも
大事なことを実践しました。
　この夏、選手は冬のシーズンに向けて走りこみを行います。
多くの選手が故障から復調し、万全の状態で走りを披露できる
よう、応援をよろしくお願いします。

私にとって実業団1年目は、結果を残せない歯痒さと苦しさだけが残る年
でした。2年目となる今年は、結果にこだわり春のトラックシーズンに取組み
ました。納得できる結果は残せませんでしたが、レースを重ねる毎に復調を
実感しています。レースも一段落し、今後は駅伝に向けての強化期間に移り
ます。駅伝を任せてもらえるだけの走力を身に付け、会社やチームに貢献
できる選手に成長したいと思いますので、応援のほどよろしくお願いします。

野本  大喜

選手の声：

 http://www.yaskawa.co.jp/activities/track-field/index.html 
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◆ 2014年4月～2014年6月の主な戦績
日    程 大　 会　 名 成 績

選抜陸上中長距離 熊本大会
ワルシャワマラソン
九州実業団陸上競技
選手権大会

鞘ケ谷記録会

5000mの1組で久保田選手3位。
黒木選手11位。
1500mで松山選手、4位。5000mで7位。
10000m1組で野本選手6位。
10000m2組で黒木選手2位。
10000m3組で久保田選手19位。
5000m14組で野本選手7位、松山選手14位。
16組で黒木選手14位、久保田選手19位。
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　当社は2015年に迎える創立100周年に向け、創立の地

である本社事業所の再編を行っています。

　事業所全体を「ロボット村」と位置づけ、本社棟、一般公開

ゾーン、ロボット工場などのエリアに分かれています。

　本社棟などの建て替えを行うと同時に、一般公開ゾーン

として緑地帯「YASKAWAの森」を整備し、将来の夢を感じ

られるロボットや最新の産業用ロボットなどを展示するゲスト

エリアも建設中です。このゲストエリアは、来年夏頃のオー

プンを目指し、一般の方にもお楽しみいただけるように

準備を進めています。

　また、ロボット工場は、昨年11月には第2工場を新たに

建設しました。これまで分散していたクリーンロボット関連

工場を集約し、半導体・液晶パネル市場向けのほか、食品・

薬品・化粧品用途向けのロボット生産を行っています。

創立100周年に向けて

　生産設備の再編・増強 により、さらなる生産性向上を

図るとともに、創立100周年をきっかけにお客様や学校・

研究機関、地域の方々など社外の皆様により一層親しんで

いただける事業所を目指し取り組んでいきます。

本社事業所の再編について

■  お問い合せ先：  人事総務部  TEL 093-645-8801　FAX 093-631-8837

積極的にレースに出場した野本大喜選手

本社棟
（イメージ）

ゲストエリア
（イメージ）

（上記写真提供：「国立科学博物館」）

　国立科学博物館は1877年（明治10年）に創立された、国立の
唯一の総合科学博物館です。重厚感のある本館正面から入ると、
日本館と地球館に分かれ、自然科学分野だけでなく、工業や産業
についても広く紹介されています。
　ジャイアントパンダや忠犬ハチ公、南極へ行った樺太犬ジロ
などの剥製や、国内で発見された首長竜フタバスズキリュウの
化石など由緒ある展示が数多くあります。
　地球館の2階では江戸時代以降の科学技術が紹介されています。
平賀源内のエレキテル（レプリカ）、重要文化財に指定されている
江戸時代末期に田中久重が製作した万年時計、日本のロケットの
さきがけとなったペンシルロケットや、人工衛星「おおすみ」、
「はやぶさ」などが展示されています。
　国立の総合科学博物館ということで、いわゆる博物館展示という
印象が強いと思われますが、実は自然史および科学技術史の調査
研究と情報発信も広く行っています。こうした調査研究を担っている
のが産業技術史資料情報センターです。コンピュータやロボット
から産業機械、タイヤやカラーフィルムまで、様々な分野・技術
の系統化調査がまとめられています。ウェブサイトで一般に公開
されており、多くの製品の変遷などを調べることができます。

　これまで製品や技術は調査研究という視点でまとめられること
が少なく、それらを系統立てて知ることがあまりできませんでした。
国立科学博物館の活動により日本の産業や技術を広く、そして
深く知ることができるようになりました。これらの資料に当社の
製品、技術がいくつも取り上げられています。
　「国産ロボット技術発達の系統化に関する調査」や「産業用
ロボット技術発展の系統化調査」では、当社が1968年に開発した
電動ハンド「モートハンド」や、1977年に発売した国内初の全電気式
垂直多関節ロボット「MOTOMAN-L10」などが写真入りで紹介
されています。2009年には「MOTOMAN-L10」が「重要科学
技術史資料」に登録されました。

「国立科学博物館（上野本館）」 案内

所 在 地
開 館 時 間
休 館 日
観 覧 料
ホームページ

東京都台東区上野公園7-20
9:00～ 17:00 (入館は16:30まで )

毎週月曜日、年末年始
620円（高校生以下無料）
http://www.kahaku.go.jp/

＜当社にまつわる調査資料＞

第2回

国立科学博物館

国立科学博物館（本館）外観

首長竜フタバスズキリュウ

ジャイアント
パンダ

MOTOMAN-L10

モートアーム (左 )、モートフィンガ (右 )

＜博物館の概要＞
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当社はもうすぐ100周年を迎えます。
これを記念し、当社の歴史や製品にまつわる収蔵品がある博物館をご紹介していきます。
第2回は、東京上野にある「国立科学博物館」です。
修学旅行などで行かれた方もあるのではと思いますが、ぜひもう一度お立ち寄りください。


